
(57)【要約】

【課題】従来の半導体装置の製造方法では、ウェーハ支

持基板１に多数の貫通穴４が設けられているため、裏面

処理中に使用する種々の処理液が貫通穴４を通して浸入

し、接着力を低下させてしまうと言う問題があった。

【解決手段】本発明の半導体装置の製造方法は、多数の

貫通穴４を有するウェーハ支持基板１と半導体ウェーハ

３とを粘着剤２を介して貼付ける貼付工程と、裏面処理

工程と、剥離用の溶剤５で粘着剤２を溶解させ、ウェー

ハ支持基板１と半導体ウェーハ３とを剥離する剥離工程

とを含む半導体装置の製造方法において、裏面処理の前

に貫通穴４内部に被膜１０１を形成し、裏面処理中に貫

通穴４を通して各種の処理液が浸入することを防止する

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
多 数 の 貫 通 穴 を 有 す る ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 と 半 導 体 ウ ェ ー ハ と を 粘 着 剤 を 介 し て 貼 付 け る 貼
付 工 程 と 、
前 記 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 裏 面 に 所 定 の 裏 面 処 理 を 施 す 裏 面 処 理 工 程 と 、
前 記 粘 着 剤 を 溶 解 す る 剥 離 用 の 溶 剤 で 前 記 粘 着 剤 を 溶 解 さ せ 、 前 記 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 と 前
記 半 導 体 ウ ェ ー ハ と を 剥 離 す る 剥 離 工 程 と を 含 む 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
前 記 裏 面 処 理 工 程 の 前 に 、 前 記 貫 通 穴 内 部 に 被 膜 を 形 成 し 、 前 記 裏 面 処 理 工 程 中 に 前 記 貫
通 穴 を 通 し て 前 記 粘 着 剤 を 溶 解 さ せ る 各 種 の 処 理 液 が 浸 入 す る こ と を 防 止 す る こ と を 特 徴
と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 被 膜 は 、 前 記 裏 面 処 理 工 程 完 了 後 に 除 去 し 、 前 記 剥 離 工 程 に お い て は 、 前 記 貫 通 穴 を
通 し て 前 記 剥 離 用 の 溶 剤 が 浸 入 可 能 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 被 膜 は 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ ２ ） 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、
ま た は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 被 膜 の 厚 さ は 、 ２ μ ｍ ± １ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 乃 至 、 請 求 項 ３ に
記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 裏 面 加 工 プ ロ セ ス に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 Ｇ ａ Ａ ｓ な ど の 化 合 物 で 成 る 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 場 合 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ 表 面 に 素 子
を 形 成 し た 後 、 熱 抵 抗 を 低 減 す る た め に 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 裏 面 側 か ら 、 そ の 厚 さ を 極 め て
薄 く 研 磨 す る が 、 こ れ に よ っ て 機 械 的 強 度 が 低 下 し 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ が 工 程 中 の ス ト レ ス
で 割 れ る の を 防 止 す る た め 、 予 め 、 剛 性 を 有 す る 石 英 や ガ ラ ス な ど で 成 る ウ ェ ー ハ 支 持 基
板 に 粘 着 剤 で 貼 付 け て 加 工 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 一 例 を 図 ３ ， 図 ４ に 示 す 。 図 ３ は 、 工 程 順 を 示 す 断 面 図 で
あ り 、 図 ４ は 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 の 平 面 図 お よ び 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 先 ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス で 成 る ウ ェ ー ハ
支 持 基 板 １ に 粘 着 剤 ２ を 介 し て 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ を 貼 付 け る 。 貼 付 手 順 は 、 半 導 体 ウ ェ ー
ハ ３ の 表 面 ３ ａ に 粘 着 剤 ２ を 塗 布 し 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に 、 そ の 塗 布 面 を 加 熱 し な が ら
押 付 け て 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 裏 面 ３ ｂ が 露 呈 す る よ う に 貼 付 け る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ こ で 、 粘 着 剤 ２ は 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 系 の 粘 着 剤 ， フ ォ ト レ ジ ス ト ， ワ ッ ク ス な ど で 、
剥 離 の 際 に は 、 剥 離 用 の 溶 剤 と し て 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン や ア セ ト ン や イ ソ プ ロ ピ ル ア ル
コ ー ル な ど の 有 機 溶 剤 な ど で 溶 解 さ せ る 。 尚 、 上 記 で は 、 粘 着 剤 ２ を 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ 側
に 塗 布 す る こ と で 説 明 し た が 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ 側 に 塗 布 す る 方 法 で も よ く 、 両 方 に 塗
布 す る 方 法 で も よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に は 、 多 数 の 貫 通 穴 ４ （ 直 径 数 百 μ ｍ 程 度
） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 貫 通 穴 ４ を 設 け る 目 的 は 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ と ウ ェ ー ハ 支 持 基
板 １ と を 貼 付 け る 際 に 生 じ る 気 泡 を 逃 が す た め と 、 剥 離 の 際 に 剥 離 用 の 溶 剤 が 、 こ の 貫 通
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穴 ４ を 通 し て 浸 入 し 粘 着 剤 ２ を 溶 解 し や す く す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 裏 面 ３ ｂ を 裏 面 研 磨 装 置 （ 図 示 せ ず
） で 所 望 の 厚 さ に な る よ う に 薄 く 研 磨 し た 後 （ 図 中 、 研 磨 部 分 を 一 点 鎖 線 で 示 す ） 、 例 え
ば 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 を 用 い て 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 裏 面 ３ ｂ 側 か ら 表 面 ３ ａ 側 に
貫 通 す る ビ ア ホ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し た り 、 酸 処 理 （ 前 処 理 ） 後 、 真 空 蒸 着 法 な ど で
所 定 の 金 属 膜 （ 図 示 せ ず ） の 形 成 を し た り す る な ど の 裏 面 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 、 裏 面 処 理 が 完 了 し た ら 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ と 半 導 体 ウ
ェ ー ハ ３ と の 接 合 体 を 、 剥 離 用 の 溶 剤 ５ （ 例 え ば 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン や ア セ ト ン や イ ソ
プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル な ど の 有 機 溶 剤 ） に 浸 漬 し 、 粘 着 剤 ２ を 溶 解 し ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ と
半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ と を 剥 離 さ せ る 。 こ こ で 、 剥 離 用 の 溶 剤 ５ は 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 外 周
部 か ら 浸 入 す る こ と に 加 え て 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に 設 け ら れ た 多 数 の 貫 通 穴 ４ を 通 し て
浸 入 す る た め 、 粘 着 剤 ２ の 溶 解 速 度 を よ り 速 め る こ と が で き る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に 、 予 め 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ を ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に 貼 付 け て 裏 面 処 理 す る と 、
半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 厚 み が 薄 く な っ て 機 械 的 強 度 が 低 下 し て も 、 工 程 中 の ス ト レ ス で 半 導
体 ウ ェ ー ハ ３ が 割 れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ８ ４ ８ ４ ５ 号 公 報 　 （ 第 ２ 頁 、 ０ ０ ０ ３ ～ ０ ０ ０ ５ 段 落 ， 図 ５ ）
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 述 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で は 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に 多 数 の 貫 通 穴 ４ が 設 け
ら れ て い る た め 、 例 え ば 、 裏 面 処 理 と し て 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ や エ ッ チ ン グ 処 理 、 あ る
い は 、 洗 浄 作 業 な ど を 施 す 際 に 、 各 作 業 で 使 用 す る 有 機 溶 剤 や 酸 な ど の 種 々 の 処 理 液 が 貫
通 穴 ４ を 通 し て 浸 入 し 、 粘 着 剤 ２ を 溶 解 し 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ と 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ と を
剥 離 さ せ 、 そ の 結 果 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ が 破 損 す る と 言 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 裏 面 処 理 中 に 使 用 す る 有 機 溶 剤 や 酸 な ど の 種 々 の 処 理 液 が 、 ウ ェ ー ハ 支
持 基 板 の 貫 通 穴 を 通 し て 浸 入 し 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 と 半 導 体 ウ ェ ー ハ と を 貼 付 け て い る 粘
着 剤 を 溶 解 さ せ る こ と の な い 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、
多 数 の 貫 通 穴 を 有 す る ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 と 半 導 体 ウ ェ ー ハ と を 粘 着 剤 を 介 し て 貼 付 け る 貼
付 工 程 と 、
半 導 体 ウ ェ ー ハ の 裏 面 に 所 定 の 裏 面 処 理 を 施 す 裏 面 処 理 工 程 と 、
粘 着 剤 を 溶 解 す る 剥 離 用 の 溶 剤 で 粘 着 剤 を 溶 解 さ せ 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 と 半 導 体 ウ ェ ー ハ
と を 剥 離 す る 剥 離 工 程 と を 含 む 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
裏 面 処 理 工 程 の 前 に 、 貫 通 穴 内 部 に 被 膜 を 形 成 し 、 裏 面 処 理 工 程 中 に 貫 通 穴 を 通 し て 粘 着
剤 を 溶 解 さ せ る 各 種 の 処 理 液 が 浸 入 す る こ と を 防 止 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製
造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 一 例 を 図 １ ， 図 ２ に 示 す 。 図 １ ， 図 ２ は 、 工 程 順 を 示 す
断 面 図 で あ る 。 尚 、 図 ３ ， 図 ４ と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 先 ず 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス で 成 る ウ ェ ー
ハ 支 持 基 板 １ に 粘 着 剤 ２ を 介 し て 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ を 貼 付 け る 。 貼 付 手 順 は 、 半 導 体 ウ ェ
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ー ハ ３ の 表 面 ３ ａ に 粘 着 剤 ２ を 塗 布 し 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に 、 そ の 塗 布 面 を 加 熱 し な が
ら 押 付 け て 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 裏 面 ３ ｂ が 露 呈 す る よ う に 貼 付 け る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 、 粘 着 剤 ２ は 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 系 の 粘 着 剤 ， フ ォ ト レ ジ ス ト ， ワ ッ ク ス な ど で 、
剥 離 の 際 に は 、 剥 離 用 の 溶 剤 と し て 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン や ア セ ト ン や イ ソ プ ロ ピ ル ア ル
コ ー ル な ど の 有 機 溶 剤 な ど で 溶 解 さ せ る 。 尚 、 上 記 で は 、 粘 着 剤 ２ を 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ 側
に 塗 布 す る こ と で 説 明 し た が 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ 側 に 塗 布 す る 方 法 で も よ く 、 両 方 に 塗
布 す る 方 法 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に は 、 多 数 の 貫 通 穴 ４ （ 直 径 数 百 μ ｍ 程 度
） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 貫 通 穴 ４ を 設 け る 目 的 は 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ と ウ ェ ー ハ 支 持 基
板 １ と を 貼 付 け る 際 に 生 じ る 気 泡 を 逃 が す た め と 、 剥 離 の 際 に 剥 離 用 の 溶 剤 が 、 こ の 貫 通
穴 ４ を 通 し て 浸 入 し 粘 着 剤 ２ を 溶 解 し や す く す る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 製 造 方 法 と し て 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板
１ 裏 面 お よ び 貫 通 穴 ４ 内 部 に 、 例 え ば 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ ２ ） で 成 る 厚 さ
２ μ ｍ の 被 膜 １ ０ １ を ス パ ッ タ 法 で 形 成 す る 。 こ の 被 膜 １ ０ １ を 形 成 す る 目 的 は 、 裏 面 処
理 工 程 中 で 使 用 す る 種 々 の 処 理 液 が 、 貫 通 穴 ４ を 通 し て 浸 入 し 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ と 半
導 体 ウ ェ ー ハ ３ と を 貼 付 け て い る 粘 着 剤 ２ を 溶 解 し 接 着 力 を 低 下 さ せ る こ と を 防 止 す る た
め で あ る 。 こ こ で 、 被 膜 １ ０ １ と し て タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ ２ ） を 用 い る と 、
耐 有 機 溶 剤 性 、 耐 酸 性 に 優 れ て お り 好 適 で あ る 。 ま た 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ

２ ） は 、 機 械 的 強 度 や 耐 熱 性 に も 優 れ て い る た め 被 膜 と し て の 厚 さ は 、 少 な く と も 、 １ μ
ｍ 以 上 あ れ ば よ く 、 後 工 程 で の 除 去 の し や す さ を 考 慮 す る と 薄 い 方 が よ く 、 ２ μ ｍ ± １ μ
ｍ が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 裏 面 ３ ｂ を 裏 面 研 磨 装 置 （ 図 示 せ ず
） で 所 望 の 厚 さ に な る よ う に 薄 く 研 磨 し た 後 （ 図 中 、 研 磨 部 分 を 一 点 鎖 線 で 示 す ） 、 例 え
ば 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 を 用 い て 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 裏 面 ３ ｂ か ら 表 面 ３ ａ に 貫 通
す る ビ ア ホ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し た り 、 前 処 理 と し て 酸 処 理 し た 後 、 真 空 蒸 着 法 な ど
で 所 定 の 金 属 膜 （ 図 示 せ ず ） の 形 成 を し た り す る な ど の 裏 面 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の と き 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ 裏 面 お よ び 貫 通 穴 ４ 内 部 に は 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （
Ｗ Ｓ ｉ ２ ） の 被 膜 １ ０ １ が 形 成 さ れ て い る た め 、 各 種 の 処 理 液 が 貫 通 穴 ４ を 通 し て 浸 入 し
、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ と 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ と を 貼 付 け て い る 粘 着 剤 ２ を 溶 解 し 接 着 力 を 低
下 さ せ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 裏 面 処 理 が 完 了 し た ら 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ 裏 面 お よ び
貫 通 穴 ４ 内 部 に 形 成 し た タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ ２ ） の 被 膜 １ ０ １ を プ ラ ズ マ エ
ッ チ ン グ で 除 去 す る 。 尚 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ ２ ） は 、 プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ
で 容 易 に 除 去 で き る た め 、 こ の 点 に お い て も 被 膜 １ ０ １ と し て 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 図 ２ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ と 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ と の 接 合 体 を 、
剥 離 用 の 溶 剤 ５ （ 例 え ば 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン や ア セ ト ン や イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル な ど
の 有 機 溶 剤 ） に 浸 漬 し 、 粘 着 剤 ２ を 溶 解 し ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ と 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ と を 剥
離 さ せ る 。 こ こ で 、 剥 離 用 の 溶 剤 ５ は 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 外 周 部 か ら 浸 入 す る こ と に 加
え て 、 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に 設 け ら れ た 多 数 の 貫 通 穴 ４ を 通 し て 浸 入 す る た め 、 粘 着 剤 ２
の 溶 解 速 度 を よ り 速 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に 、 予 め 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ を ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 １ に 貼 付 け て 裏 面 処 理 す る と 、
半 導 体 ウ ェ ー ハ ３ の 厚 み が 薄 く な っ て 機 械 的 強 度 が 低 下 し て も 、 工 程 中 の ス ト レ ス で 半 導
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体 ウ ェ ー ハ ３ が 割 れ る の を 防 止 で き る 。 ま た 、 裏 面 処 理 前 に 貫 通 穴 ４ 内 部 に 被 膜 １ ０ １ を
形 成 し て お く た め 、 裏 面 処 理 中 に 使 用 す る 種 々 の 処 理 液 が 貫 通 穴 ４ を 通 し て 浸 入 し 、 粘 着
剤 ２ を 溶 解 さ せ る 心 配 が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
尚 、 上 記 で は 、 被 膜 と し て タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ ２ ） で 成 る 被 膜 で 説 明 し た が
、 特 に こ れ に 限 る も の で は な く 、 耐 有 機 溶 剤 性 ， 耐 酸 性 に 優 れ た 薄 膜 で あ れ ば 何 で も よ く
、 例 え ば 、 モ リ ブ デ ン シ リ サ イ ド （ Ｍ ｏ Ｓ ｉ ２ ） で も よ い 。 ま た 、 若 干 、 耐 酸 性 は 劣 る が
、 コ バ ル ト シ リ サ イ ド （ Ｃ ｏ Ｓ ｉ ２ ） や ニ ッ ケ ル シ リ サ イ ド （ Ｎ ｉ Ｓ ｉ ２ ） で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に よ る と 、 裏 面 処 理 前 に 貫 通 穴 ４ 内 部 に 被 膜 １ ０ １ を 形 成
し て お く た め 、 裏 面 処 理 中 に 使 用 す る 種 々 の 処 理 液 が 貫 通 穴 ４ を 通 し て 浸 入 し 、 粘 着 剤 ２
を 溶 解 さ せ る 心 配 が な い 。 ま た 、 被 膜 １ ０ １ と し て タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ ２ ）
を 用 い る と 、 耐 有 機 溶 剤 性 、 耐 酸 性 に 優 れ て お り 、 か つ 、 プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ で 容 易 に 除
去 で き て 好 適 で あ る 。 ま た 、 被 膜 １ ０ １ の 厚 さ と し て は 、 機 械 的 強 度 や 、 後 工 程 で の 除 去
の し や す さ を 考 慮 す る と 、 ２ μ ｍ ± １ μ ｍ が 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 工 程 順 の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 工 程 順 の 断 面 図
【 図 ３ 】 従 来 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 工 程 順 の 断 面 図
【 図 ４ 】 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板 の 平 面 図 お よ び 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ウ ェ ー ハ 支 持 基 板
２ 　 粘 着 剤
３ 　 半 導 体 ウ ェ ー ハ
３ ａ 　 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 表 面
３ ｂ 　 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 裏 面
４ 　 貫 通 穴
５ 　 剥 離 用 の 溶 剤
１ ０ １ 　 被 膜
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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